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学ぶ者が教える者に質問するのは失礼とされ、よく観察し、聞き取ることが重要であるとされた（Charlot 2005：
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4) 1853 年には約 7 万人であったネイティブ・ハワイアンの人口は、1896 年には 3 万人余りにまで減少し、他民族との
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